







Snapper ,１９９０年）及び『ヴァン』（The Van ,１９９１年）―は、『バリータウン三部作』（“The Barry-
town Trilogy”）と呼ばれ、幅広い人気を獲得した。いずれもダブリン郊外の架空の町、バリー
タウンに暮らす労働者階級の人々を描いた作品で、大らかな笑いと温かさに満ちている。そして






注目に値する。たとえば１９９６年の『ドアにぶつかった女』（The Woman Who Walked into Doors）
では家庭内暴力という深刻なテーマが扱われている。ドイルは、１７年間夫に暴力を振るわれてき
た中年の女の視点から、愛と憎しみ、支配と依存といった男女の複雑な関係を追及した。また、
『ヘンリーという名の星』（A Star Called Henry,１９９９年）で始まる三部作（Oh, Play That Thing
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